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実施形態としては，京都大学に月 2回（原則として毎月第 1、第 3土曜日）通い、講義を受け、研究
室に配属され実験等を行います。指導には教員に加え、大学院生が直接指導を行います。
エルキャスを受講できる高校生は、全国の 12 の教育委員会（関西各府県，東京，徳島）からの推薦
枠と一般公募枠の 2形態により約 130 名が募集されます。プログラムは 1年目の「基盤コース」（約 130
名）と 2年目の「専修コース」（約 30 名）からなり，「基盤コース」前期では講義を受講し、後期にな





平成 26 年度（4名），平成 27 年度（10 名），平成 28 年度（7名）．当学科の定員 130 名に対して 10％を
越えることはありません．性能追求型の研究開発も重要ですが，様々な技術を組み合わせた製品やサー
ビスを研究開発するという点も重要です．これらの製品やサービスの購入者の少なくとも半数は女性で
す．電気電子工学科が生み出す新しい製品やサービスに女性の感性が重要となっている反面，当学科で
の女子学生比率が 10%未満である現状から，何らかの方策が必要だと感じています．この問題は産業
界の取り組みも重要なのは言うまでもありません．
以上，主に学部入学生の多様化に向けた学科の取り組みについてご紹介致しました．皆様方には，引
き続きより一層のご支援とご教示をお願いします．
